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I.は じめに
近年,がん対策基本法の成立,尊厳死などが
取 りざたされることが多く,終末期医療・看護
について注目されている。これは,高齢化が進
み 3人 に 1人ががんで死亡している今 日,患
者 。家族からみると豊かな自分たちの人生・死
を迎えたいという願望を示すものであり,また
医療従事者にとっては,患者 。家族に対 して
QOL(Quality of life生活 。生命の質 )を 高め,
その人らしい人生や最期を迎えて欲しいことを
示すものである。しかし,現状は厳しく,理想
と現実で揺れ動きながら悩み 。苦しみの中で模
索が続いているように思われる。そして,長寿
化・疾病構造の変化の中で患者・家族と医療者
側の願いがぶつかり,終末期医療・看護の問題
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要    旨
終末期看護における基礎教育の実態を知 り課題を明確にすることを目的に文献による考
察をした。その結果以下のことが言えた。
1.「医学中央雑誌」の 1999年から2008年 までの過去 10年間の文献で「看護教育」と「終
末期看護」をキーワー ドとして検索した結果 54件が検出された。その中で対象が
看護学生であり,原著である 19件 を分析した。
2.19件 の研究概要では,死や終末期看護に関する学生の認識を示した研究が 68.4%,
その内訳は実習に関連 したものが 474%,それ以外のものが 21.0%で あり,実習
に関連した研究が多かった。そして,終末期看護における教育的介入後の学生の実
態と教育効果を示した研究が 31.6%で あり,教育的介入に関する研究は少なかった。
3.学生は,終末期看護の実習で患者 。家族への看護の実際を体験することによって学
ぶことが多かった。
4.基礎教育では,終末期看護に関して体系的な教育の必要性は論じられ実施されてい
るが,教育方法・内容・評価は模索の段階である。
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を大きくしていると考えられる。
谷
1)は
現在の我が国における末期医療では,
患者に対する全人的な配慮が欠けていることが
少なくない。臨死患者の末期が悲惨なのは,患
者も医療者も臨死を否定し,死を認めないこ
と,末期の苦痛緩和の医療が不十分であること,
末期の対症療法を支えるケアが不足しているこ
と,残された患者の生活の貿を豊かにするため
の配慮が不足 していること,患者家族の悲哀 ,
離別,哀悼などに対するアプローチが不足して
いることなどの要因によるものと考えられる。
そうした反省に立って,臨死患者が,平和で尊
厳を保ったおだやかな死を迎えることができる
ような援助,ケアをするためには,医療者がター
ミナル・ケアについての認識を深め,心身医療
について学び,当面の医学知識を豊かにし,対
症療法的に必要な医療技術を向上し,患者との鹿児島純心女子大学看護栄養学部看護学科
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関係を信頼関係に置くための態度がとれるよう
な訓練が必要である。そうした勉学は,卒業後
の短期間の臨床実習によって行うだけではまっ
たく不十分で,卒業前の医学教育のなかで,長
い年月をかけて修得すべきものであると述べて
いる。
また,将来看護師となる看護学生に対しても
学生である基礎教育の時代から終末期医療・看
護に対する教育が必要である。藤枝
2)は
看護学
生に対する死の準備教育としては,二つの面か
ら考える必要があると思う。一つは,看護学生
といえども現代社会に生きる人間であり,現代
に生きる一般学生たちとまったく同じであるこ
とから,人間として自分のための死への準備教
育が必要であり, もう一つの面は,職業人とし
て人の生命を守るとともに,死を迎えなければ
ならない人々のケアをしなければならない立場
になるための準備であると述べている。 古市 3)は
終末期患者の看護は死にゆく患者の生きるプロ
セスに関わるため、常に看護師の死生観が問わ
れ続けている。そのため,終末期看護における
教育では青年期にある学生が死生観を育成し,
終末期にある患者を理解することが重要となっ
てくると言っている。また,木澤
4)は
看護学生
で,将来,ホスピスや緩和ケア病棟で働きたい
という希望をもっている者も多く,看護大学に
おける終末期看護学教育への責任は大きいとも
述べている。
しかし,平均寿命の延長や核家族化が進み,
終末期を病院で過ごし死亡するケースが多いこ
とから,若者が終末期にある人に遭遇するある
いは死別体験をする機会が少なくなっている。
このような時代背景に看護学生も立たされてい
る。
以上のことより,終末期看護への基礎教育の
必要性が叫ばれ,その教育のあり方については
さまざまな意見が出されている。看護学生に対
(29)
する終末期看護について研究され始めたのは,
1980年 代頃からである。それは,看護学生の
死生観
5)。
死生観形成
6)。
学生の死に関する調
査
7)8)。「死の教育学」の実践例
9)や
死のイメー
ジの変化
10)に
関して調査研究がされてきた。
また,丹下 11)は終末期看護に関する教育活動
は,死について考える動機づけや問題提起,終
末期患者に対するケアの強化を図る教育の必要
性が示唆されると述べている。そこで,今 回は,
看護学生における終末期看護における教育に関
する先行研究について検討した。そのことによ
り終末期看護に関する基礎教育の実態を知 り課
題を明確にしたいと考える。
Ⅱ.方  法
1)対象となる文献の選択
1999年から2008ま での過去 10年間の「看
護教育」と「終末期看護」をキーワー ドとした
研究論文のオンライン検索 (医学中央雑誌 )を
行い 54件が概当した。
2)こ の 54件 の文献の中から研究の対象が看
護学生であり原著である 19件 を分析対象とし
た。文献の内容をもとに看護学生に関する終末
期看護への教育の実態を検討した。
Ⅲ .結  果
1.過去 10年間の終末期看護における看護教
育に関する文献の概要
対象となる文献は 54件であり,そ の結果を
表 1に示す。 1999年 は 2件, 2000年は 4件 ,
2001年は 4件,2002年は 4件,2003年は 5件 ,
2004年は 6件, 2005年 は 18件, 2006件 は
2件,2007年は 7件,2008年は 2件であった。
論文の種類からみると,原著論文 24件,会議
録 26件 ,解説 4件であった。
その原著論文 24件 の内訳は,19件が看護
学生を対象としたもの,5件が看護師を対象と
(30)
したものであった。対象が看護師であるものの
内訳は,看護師の終末期患者との良いかかわり
かた 1件 (2008倉 持
12)),看
護師のキャリア発
達の意識と継続教育 1件 (2005兼 宗
13)),看
護
職者の体験分析 (2000吉 田
14))1件
,「 その人
らしさを尊重した看護」に関する看護婦の意識
(1999岡 部
15))1件
,救命領域で死にゆく患者・
家族に関する看護婦のジレンマ (1999川 瀬
16))
1件であった。
会議録 26件 は,全 て看護学生が対 象で
あ り,実習 に関連す る ものが 21件 で あっ
た。その内訳は終末期看護実習での学びと課
題 12件 (2006岩 瀬
17), 2007原
118), 2008原
19),2006糸
島
20),2005稲
本
21),2005羽
毛田
22)23),2005中
村
2り
,2004金 子
25),2003茶
園
26),2003岩
瀬
27),2002茶
園
28))で
ぁった。次
は,終末期看護学実習における看護学生の困難・
対処方法 4件 (2007竹 内
29),2004岩
瀬
30)31),
2002岩 瀬
32))で
ぁった。また,看護基礎教育
における終末期看護実習の成果 (2003茶 園
33))
1件,看護学生の終末期看護演習・実習での変
化と影響要因 (2008茶 園
30)1件 ,終末期看護
における看護学生の実習修得度と共感性の関連
(2004寺 田
35))1件,終末期看護における看護
学生への実習指導の在 り方 (2004新 井
36))1件
,
終末期看護学実習における教員の役割 (2005
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澤井
37))1件
であった。そして,実習と学内を
絡めたものが 1件であり,終末期看護に関する
学内演習・臨床実習の意義 (2004茶園
38))で
ぁっ
た。講義など実習外のものでは 4件であり,講
義内容の検討 (2005山 田
39)),授
業「終末期看護」
前後の終末期のイメージ (2003三 好
40)),終
末
期看護における授業展開 (2002木 下
41)),看
護
学生の死の不安の認知 (2000本間
42))で
ぁった。
以上のことから原著・会議録においても看護
学生を対象として書かれた文献が 43件 (83.3%)
で多く,看護師を対象とした文献は 5件 (9.3%)
であった。
2.「看護教育」,「終末期看護」に関する文献
で対象が看護学生である 19件の研究概観
「看護教育」「終末期看護」に関する文献で対
象が看護学生であるものは,原著 19件 (35.2%),
会議録 26件 (48.1%)であった。そのうち今回
は原著である 19件を分析し,表 2に研究の概
要を示した。
1)研究対象
看護大学もしくは短期大学,専門学校の 3年
生を対象としたものが 12件, 1年～ 3年まで
を対象としたもの 5件,4年生を対象としたも
のが 1件,卒業生を対象としたものが 1件で
あった。
表 1「終末期看護における基礎教育」に関しての文献数の収録年推移
論文の種類
'収
録年 原  著 会議録 解説 /特集 合 計
論文内容の対象者 学  生 看護師 学  生 看護師
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005 18
2006
2007
2008
合   計 19 26 54
´ ´
´ ´
´
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表 2 対象とした研究の概要一覧
研究者名
(研究年度)
研究対象 研究方法 研 究 結 果
1.安藤恵子他
(2007)
A看護学校 2年
生 (3年 課 程 )
16名
成人看護学終末期
実習 の終 了後 の
「実習を通 して学
ん だ こ と_の レ
ポートの KJ法 に
よる分析
実習を通 しての学生の学びの 8つのカテゴリー :
(1)患者の心理的苦痛 (2)患者と共にいる
(3)患者をうけいれる (4)身体的苫痛に対する援助
(5)そ の人らしさ  (6)患 者を支える
(7)家族の苦痛    (8)で きなかった自分
2穴澤加代子
他
(2007)
A看 護専門学校
(3年課的 にて
終末期看護実習
を終 」
′
した事業
生で心理面へ′)
援助ができた学
■ 3名
非構造化面接時の
面接内容の解釈
(1)学生の学習の過程は.(恐れ 〉がある→〈恐ね 〉が減る→思
者の置界を理解 し ケア行動へ→ケアを体得と進んでいた。
(2)変化を1,た らした要因 :
0く 恐れ 〉への変化はありのままの患者を受容でき.思者か ら
自分の存在を承認されたこと。指導看護師・教 員による心理
的サホー トがあったこと。
011[:11に よ |,患者を個性ある人とみれるようになるとケア行動を
起こし,そ の成功体験により患者 |こ 合ったケアの意味の学習
ができたこと.
3糸 島陽子他
(2006)
3年課程看護短
期大学の 1年次
52名 .2年次 47
名.3年次 51名
の 150名
自記式無記名の質
問 紙 に よ る ア ン
ケー ト調査
学生の死に対する考えと終末期希護への関心 :
(1)死 別体験や学年間により,死 に関する講義希望や終末期看護
への希望に差はない。
(2)1生 や死_「終末期看護」への興味や関心は,死別体験や年
齢に伴い受動的に得 らねるものではない。学生が感 じた こ
とを言語化させるなどの教育的配慮が必要である。
4新谷奈苗他
(2005)
看護大学看護学
科 3年生 104名
実 習 前後 の ア ン
ケー ト調査
(1)終末期におい
て 大切だと考え ら
オlる ケア」
(2)Steinhattser に
よる 9つの質問
(1)終木期に学■が大切だと考えるケア
●身体的ケア :痛 みがないこと 意識がしっか りしていること,
呼吸困難に陥らないこと
●精神的ケア :話を開いてくオlる 人がいること.死 にゆくこと
への自分の個人的恐怖を語ること,‐ 人きりで死なないこと.
ユーモアのセンスを失わないこと
0霊的ケア :神 (仏 )に 全てを託す こと,祈 ること,他 の 人の
助けになることが出来ること
(2)実 習後に大切だと思う項目 :痛 みがないこと,意識がはっき
りしていること
5.佐々木順子
他
(2005)
看護学生 3年生 8
名
テー プ,自 由記載
内容か ら学習内容
を抽出したものの
分析
成人看護学実習における 「終末期にある思 ど及び家族の全人的
苦痛への援助」のカンフアレンス指導案にそって実施 した後の
学生の学び :
(1)学生は.全 人的苦痛は理解できたが,社会的・霊的古痛は提
えられていない傾向がある。
(2)家族の苫痛は.身体的・精神的苦痛を考えることはできたが ,
家族の心理までの考えに及んでいない。
(3)終末期患者の思いに近づくような関わ りの必要性には気づけ
ていた。
(4)家族援助の重要性や家族のニー ドについて考えられた。
(5)カ ンファレンスで実習中には考ぇられなかったことに気づけ
た。
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6瀬川睦子他
(2005)
K大学医学部看
護学科 3年 次 ,
終末期実習 を終
えた 40名
(1)終 末期看護実
習到達度評価
(2)自 記 式 ア ´
ケー ト調査 :共 感
経験尺度
(3)(1)と (2)の 相
関
終末期看護実習においての学牛の学び :
(1)死 について向き合うという経験が乏しい中で患者の看護を
行ったことで.知識が広が り.日 常生活援助の重要性に気づ
き 自分ができる援助を考えようとしていた。
(2)実 際的な援助に関する実習到達度がやや低かったことか ら,
終末期看護実習において患者の企人的な苦痛に向き合い.実
践的な援助を行うことの困難さがうかがえた。
(3)対 症が抱える全人的な苦痛を理解することは.共感的に受け
止めることができてお り.終末期看護実習において共有経験
が高 /ヽ られたことがうかがえた。
(4)共 感 1生 を促すことは,学 牛が患者の尊厳を保てるようなセル
フケアの方法を選択できる思者援助の方向性につなが つ.対
象の死牛観や 入牛観を理解 し.受 け ILめ ることを気づくこと
になる。
(5)そ の人らしさを尊重した援助について真正面から向き合って
考えることによって,わ きおこる共感性が育成された。
(6)生活援助の体験とそこでのコミュニケ~ン ヨンが死生観の発
展に良い影響をもた らし.死 生観構築 と共感の育成につな
がっていた。
7玉川 緑他
(2005)
がん基幹病院附
属看護学校 3年
生 4名
終末期実習前・中・
後 に面接 した内容
を KJ法で分類
終末期患 者との関わ りにおける看護学生の死生観影成過程にお
いて、死の恐怖を持っている看護学生の場合,I自 己の死の自覚,,
次に (1死 も向こうの生の存在の自覚Iを認識 していた。 自己の
死を受容 していく過程の中で.1傍で寄 り添う他者の存在)と (|‐ 1死
の中で価値観の発見)が認めらオ1た。
8.原 田真澄他
(2005)
A短 期大学看護
学F11-2年 十
148名 (臨地実
習体験な し.終
末期看護の講義
体験なし )
菊地・小代 らの研
究の 75項 目か ら
なる日記式質問紙
の一部を使用 した
アンケー ト調査
終末期看護への興味・援助意志に関する因子 と独立 してTの 関
連を示した要因は.|さ さいなことは気にならない」性格と
~死
に対する自然で静穏なイ スージ |で あった。負の関連を示 した
要因は、「ベ ントの死の経験 |で あつた。
9完 山妙香他
(2005)
A県 内の 3年課
程の看護専門学
校の 3年生 125
名
白作の質問紙によ
るアンケー ト調査
終末期にある忠者を受け持った学生の認知について :
(1)終 末期ににある患者を受け持った学牛は,患者とのコミュニ
ケ~シ ヨンや関わ 1'方 について不安を抱 きつつも,意欲的
|こ 実習に取 |,組 んでいた。
(2)実 習終 了時 |こ はこれ らの不安が軽減 し 「もっと患者の側に
いたい |「充実した実習になった と感じていた.
(3)終 末期看護実習における認知には.受 け持ち患者の告知の状
況によるもの.身 体的状況の変化.精 神的状況の変化,学 牛―
患者関係が影響をおよばしていた。
10.稲本
ゆかり他
(2004)
看護学1交 3年課
程 3年次生 58
名
終末期看護実習に
おいて死別体験が
ある 3名 と死別体
験がない 3名 のレ
ポー ト分析
終末期看護実習の学び :
(1)死 生税の形成におけら死に対する感情表現では.死別体験の
泊無によ り差が見らオ1る 。死別体験のある学生の方が患 r
の死やプロセスに大きな衝撃を受け、感情が揺れ動いている。
(2)終末期の思者の受け入れ られない学生の気持ちには違いがあ
る。死別体験がある学生は.患者が死ぬということに対す
る受け入れが困難であり,死別体験のない学生は、病気が治っ
て欲しいなどの死を意識する前の段階であった。
(3)終 末期看護実召後のレポー ト分析では,自 己の死について表
I見するまでに死生観を深めることはできていなかった。
(4)死 生観の育成のためには.自 己の生・死をみつめることが重
要である。実習において自己の感情や価値観を表出する話
し合いが必要である。
終末期看護における基礎教育に関する文献的考察 (33)
11石 原 山華
他
(2004)
N看護短期大学
1年生 85名
がん患者の講演聴
講後のレホー トの
内容分析
(1)レ ホー ト分析上の 7つのカテゴリー :「T氏 と家族につ t・ て」
~タ
ーミナル医療・看護について」「夕 一ヽミナル患者と家族に
つ tヽ て」「聴講かっ考えたこと」 1告 知について」「T氏 に伝
えたいこと」「自分がター ミナル患者なら」
(2)(1)よ |つ 学生はターミナル患者と死に対するイメージ・不安・
恐怖を肯定的に受け |卜 めている。
(3)学生は.講義によリターミナル患者のイメージを変化させて
いることより実習前の講演は教育として有効である。
12渋谷
えり子他
(2003)
看護学科 3年生
12名
(1)実 習 日誌・実
習終了後の感想の
内容検討
(2)尺 度 :不 安 こ
の関連要因に関す
る 自作の もの 11
項 日についての自
己評価 STAI
実習中の実習姿勢に関しての変化 :
(1)1週 目|ま 消極的な姿勢と意欲的な姿勢の学生がいる。2週 目
は患 イの状態の変化に驚く反応を示した学生や心理的に辛 く
なった学生が多かったが,患 者と関わ りを持とうと努力する
姿勢が見られた。13i量 日は信頼関係が築けたり 役 |こ 、午ちた
いという積極的な姿勢であった。
(2)特定不安,状態不安得点は標準得点より高かった。
(3)実習初 日は
~看
護計画 |こ 関する不安_・看護技術に関する不安」
‐
看護との関係への不安 が高かった。2週 Hは 「精神的疲
労感_「看護技術に関する不安」
~看
護 との関係への不安」が
高かった。3回 とも 40以 卜の評価 |ま 「身体的疲労感 「精
神的疲労感」「緊張感」の 13項 目であった。
13古市
めぐみ他
(2003)
N短期大学 3年
次生 20人 (実
習後 )
肺癌患者の特別請
義後のレポー トの
内容分析
(1)学十の学び :~告 知における理想の看護師像について」
・
人生
について」「サポー トンステムについて」「告知について |~化
学療法 |[よ る苦痛 |「受け持ち患者への思い |の ('つ のカテ
ゴリー
(2)実習では入り込めなかった患者の心理を深 く理解できた.
14業‖T寺
文子他
(2002)
成人・老年看護
実習終了した 3
年生 99名
ビデオ鑑賞.グルー
ブカンファレンス
後 の 自由記載 レ
ポー トの K_I法 に
よる分
'i
(1)学生の終末期看護にとっての必要な具体的内容 としての学
び :~社 会資源の活用 「症状のコン トロール 「看護者が自
身の死を受容」
~家
族の不安や苦痛の理解 |「患者・家族・医
療 者の人間関係」
(2)学生は体験が無く自分の体験か らの学びは少ない.
(3)今後は, イ′フォーム ドコンセン トを受けた、患者の心理を
考察するような教育的関わ りが必要である。
(4)ビデオ学習では内容の限界があり,患者の十や死の考え力や
援助方法をイメージし|こ くかったと思わね, 今後の教育方法
の検討が必要である。
15丹 ド幸子
他
(2001)
終木川看護実習
での看取 り体験
をした学生 4名
実習記録.感想に
記述さィlた 内容の
カテゴリー化
看取 りをした学生の体験内容 (1)共通な体験内容 :〈 死に関連
した不安の表出に対する迷いと困難 〉〈セルフケア不足に対する
援助時の
「
惑い 〉〈迫る死に対する葛藤 〉〈悔い・無力感 〉く家族
の悲しみに対する戸惑いと切なさ〉〈別オ1の 実感 〉
(2)個別な体験内容 :死への恐怖・嫌忠感
16.蔦 田理佳
他
(2001)
終末期看護実習
(3週 日 )中 の 3
年生 188名
ビデオ鑑賞・デ ィ
スカツンヨン後の
レポー |ヽ のカテゴ
リー分類
(1)終 末期看護のあり方についての学び :●死生観.2基本理念 ,
0ケ ア・看護のあり方,●実習を通しての自身への評価.0今
後の課題
(2)VTR・ デ ィスカ ノン ヨンは学生が終末期看護 を考え、学び
を深める上で効果 Fl¬ である。
17本問
千代子他
(2001)
看護短大生 2年
生 79名 ,女子
大 学 生 1年 生
104名
自記式アンケー ト
調査
Templerの 死の不
安尺度を修正 して
使用
(1)看 護短大牛が 「死の不安」得点が
‐般女子大生より高い
(2)「 死の不安」はくよくよする人とそ うでない人で有意差があ
り性格的な面も影響 している.親 しい人の死の経験の有無で
も生があり外的環境からくる死の体験も影響 している。
(3)看護短大生は終末期看護ケアの授業後の 「死の不安_得点は
増カロして (ヽ た。
(34)
2)研究方法
質的研究手法が 11件であり,その内容はレ
ポー ト・面接内容であり,分析方法 としては
内容分析・KJ法 と明記してあるものは少なく,
明記せずカテゴリー化したというものが多かっ
た。量的研究手法が 7件であり,尺度を用いた
ものや研究者自身が作成した自記式アンケー ト
調査であった。質的・量的の両者を含んだ研究
手法が 1件であった。
3)研究結果
表 3に対象とした研究概要のまとめを示し
た。まず,死 。終末期看護に関する学生の認
識に関する研究が 13件 (68.4%)で あった。そ
のうち臨床実習に関連する研究が 9件 (47.4%)
であり,そ の内訳は,(1)実習中の患者・家族
か らの学びが 2件 (2007安 藤
43),2005新
谷
0)(2)実
習中の学生自身に焦点をあてたもの
が 7件 (2007穴 澤
45), 2005,束
頁、り|146), 20051玉
川
47),2005完
山
48),2004稲
本
49),2003渋
谷
50),2000丹
下
51))で
ぁった。実習外 の も
の 4件 (21.0%)(2006糸 島
52),2005原
田
53),
2001本 間
54),2000岡
田
55))で
あり,1～ 3年
生へ死に対する考えや終末期看護への関心につ
いてのアンケー ト調査であった。
次に,終末期看護における教育的介入後の
学生の実態 。教育的効果に関する研究が 6件
(31.6%)で あった。そのうち臨床実習に関連す
る研 究 が 2件 (15.5%)(2005佐 々木
56),2001
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蔦田
57))で
あり,カ ンファレンス指導にそう教
育的介入や実習中のビデオ・ディスカッション
という介入後の学生の学びであった。また,講
義の中での介入としてがん患者の講義後の学び
2件 (2004石原
58),2003古
市
59)),そ の中での
教育効果はあったと述べている。ビデオ学習後
の学び 2件 (2002薬師寺
60),2001二
重作
61)),
その中での教育効果は, ビデオは内容の限界が
あり教育方法として検討が必要とするものや事
例では学生に多くの学びがあったとしていた。
Ⅳ.考  察
1.終末期看護における基礎教育の実態
A.デーケン
62)は,死の準備教育には 4つ の
レベルで行われる必要がある。すなわち,第 1
に専門知識の伝達のレベル (知識 レベル ),第
2に価値の解明のレベル (価値のレベル ),第
3に感情的 。情動的な死との対決のレベル (感
情のレベル ),そ して第 4に技術の習得 (ス キ
ル・トレーエング)の レベル (技 術のレベル )
であると述べている。志田
63)は
看護基礎教育
における死の準備教育の進め方で看護大学の 1
～ 4年次 (3年過程看護専門で 1～ 3年次 )で
は,知識のレベル・価値観のレベル・感情のレ
ベルの教育が必要である。これらの上に 3～ 4
年次に技術のレベル,つまリターミナル期にあ
る患者との具体的な関わりの技術の習得が必要
である。つまり,ターミナル期の患者を受け持
18.二重作
清子他
(2001)
看護短期大学生
3年次 101名
実習終 了後に提示
した事例のレポー
ト分析
KJ法 ,カ テゴリー
化
(1)事例からの学生の学びの 5つ のカテゴリー :‐■患者・家族の
意思の尊重.2死生観.0苦痛軽減への援助,0家族への援助.
●終末期看護のめざすもの
(2)教育方法として終末期看護 |こ ついて学習する場と意図的に設
けること、学習効果が得らオ,る ような教員の積極的な関わり
の必要 1生
19園 田まり
他
(2000)
看護専門校学生
110名
1年生 35名
2年生 32名
3年生 34名
菊池の死のイメー
ジを修正して使用
(1)学生の死のイメージは.「静的な_「 自然的な」であり,ま た「親
しみにくt II「 怖い」であった。
終末期看護における基礎教育に関する文献的考察
つ臨床看護学実習を通じて,患者に関わる技術
を習得していくことになると述べている。
今回対象とした文献を上記の 4つ のレベル
で考える。まず石原
64),古
市
65)は
がん患者自
身による講演を授業の一環で実施 し,学生は
ターミナル患者・家族についての理解や思い,
ターミナル医療・看護について学んだ。実習で
は入 り込めなかった患者の心理を深く理解でき
たと述べている。これは,知識のレベルと感情
のレベルでの教育と言える。また,薬師寺
66),
蔦田
67)は ,実習終了後のビデオ鑑賞後に学生
の学びが得られたと述べ, これも知識のレベル
の教育と言える。そして,その後のグループカ
ンファレンスで自分とは異なる他の学生の意見
を聞き多様な考え方があることを知 り, 自分の
考えを明確にする必要性が理解できたと述べ ,
これは価値観のレベルの教育と言える。
(35)
技術のレベルとしては,具体的なターミナル
期にある患者とのふれあいを通 した技術の取
得が大切と言われ
68)こ
れが臨床実習にあたる。
今回の対象では,安藤
69),新
谷
70),瀬
川
71)ら
は実習での学生の学びを明確にしていた。研究
対象の看護学生は 3学年以上を扱ったものが
73.7%と 多数であり,実習との関連での研究が
57.9%と 多かった。実習の中で学生は終末期の
患者・家族が実際どのような状態であるかを理
解でき, 自分自身の死生観や学習のあり方の振
り返 りができていた。穴澤
72)は
学生の学習過
程の変化を示し,恐れという感情のレベルの体
験後,教員の指導により患者を受容できケア行
動という技術のレベルまで到達できたことを述
べた。
これより,学内の講義・演習で得た知識・技
術を実際の患者に対して実習という形で看護を
表 3 対象とした研究概要のまとめ
(  )は複数回答
死・終末期看護 に関する学
生の認識
13(684%) 実 習 9
(474%)
(1)患者・家族に関する学生の学び
(2)実習中の学生自身に焦点をあてたもの
■学習過程
●学習過程に変化をもたらした要因
0実習姿勢
●死土観形成1・:程
●看 [1又 り体験内容
●実習全般の学び
2
(1)
(1)
(1)
(2)
(2)
(2)
習
外
実
以
4
(210%)
(1)死 に対する考えや終末期看護への関心
(2)死の不安
(3)死のイメージ
終末期看護における教育的
介入後の学生の実態・教育
効果
6(316%)
実 習 2
(105%)
(1)カ ンファレンス指導案にィ′げう教育介入後の学生の学
び
(2)VTR教材・ディスカツンヨンからの学び
(3)VTR教材・デ ィスカツンヨンは効果的である
講 義 4
(21.1%)
(1)患者の計演からの学び
(2)ビデオ教材からの学び
(3)事例提示による学び
(4)実習前の講演の教育として有効あり
(5)実習では入り込めなかった息 との心理を深く」FЧ解で
きた
(6)ビ デオ学習は内容の限界があり、教育方法の検討が
必要
(36)
実施することが基礎教育として重要であると言
えた。しかし,実習は,技術レベルというだけ
ではなく,実際の患者 。家族への看護を通じて
4つ のレベルの内容を体験しつつ学んでいると
も考えられる。つまり,終末期看護における基
礎教育ではデーケンの言 う4つ のレベルまた
は,それらを統合した形で実施されていると考
える。
2.終末期看護に関する基礎教育の方法
1)終末期看護に関する基礎教育のおける実習
の意義
今回の結果では,実習に関する研究が多かっ
た。これは,実習で実際の終末期の患者・家族
への看護を体験することにより学習効果が大き
かったことによると考えられる。つまり看護教
育は,臨地実習という既修内容の統合とその内
容を活かした発展学修を目指す
73)と いう特徴
的な教育方法をとり,その比重が大きいからで
ある。学生は,ホスピスという特殊な環境にお
いて患者との相互作用の中で自己概念を揺るが
すほどの実習体験をしていた
70と いう報告も
あった。このことより,終末期看護における基
礎教育では実習の意義は大きいと考える。
2)終末期看護における教育的介入の実態
効果的な教育的介入を考えると実習での指導
案の作成
75)や
視聴覚教材
76),そ
れを通しての
学生間のディスカッション
77)な
ど工夫がされ
ていた。また,講義ではがん患者を講師として
の講演
78)79),事
例提示後に学びの共有化
80)が
なされていた。しかし,視聴覚教材での評価も
一定ではなく内容に限界があり教育方法として
検討の余地があると述べていた。がん患者を講
師とする介入では,患者自身 。その思いの実際
を知 り,学生ががん患者をイメージし全体像を
理解するには有効であるが,患者が終末期の初
期の段階の講師であると最終段階の患者の変化
やその時期に応じての看護の理解は困難である
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とも述べている。
また,教育の時期も重要であるように思われ
る。石原
81),古
市
82)は 1年生と 3年生の看護
学生にがん患者を講師とした講義後のレポー ト
分析をしている。その中で 1年生でもターミ
ナル患者と死のイメージ・不安・恐怖を肯定的
に受け止められる。また,実習終了後の 3年
生では実習では入り込めなかった患者の心理に
深く理解できたと述べている。このことより文
献による知識を講義するよりもがん患者を講師
とする教材は有効と考えられる。しかし,尺度
などを用いて調査はされていないため教育の時
期の有効性を論 じるには限界があると思われ
る。
3.終末期看護における基礎教育の課題と展望
今回の文献考察では,実習中の学生の学習過
程
83),死
生観形成過程
84)な
どの研究はされて
いたが,学内の講義・演習と臨地実習を通して
の学生の縦断的な変化の研究はなかった。また,
学習効果を評価する一般的な尺度を使用した研
究が少なく,研究者自身で作成された尺度であ
るため他施設との比較がしにくく,教育介入後
の学習効果を一般化するには限界があると考え
られた。これらより,学生の終末期看護に関し
ての実態を広い範囲で知る必要があり,学生の
評価・学びの検討のために尺度の開発も必要で
あると言える。
次に,教育の方法・内容に関して考える。的
場
85)は
,夕 _ミ ナルケア実習において 「看護
場面の再構成」を学習過程が促進する 1つ の
手法として用いることは,患者理解とケアのあ
り方の学びを深め,看護者としての自己の成長
やグループダイナミックスの向上にもつながる
と述べている。また,庄司
86)は
スモールグルー
プによる自由討論という教育方法を実習の一部
に施行し講義形式よりも討論形式が優れている
と述べている。次に高谷
87)は,学生が記述し
終末期看護における基礎教育に関する文献的考察
た悩み 。困難を明らかにし,学習者のニー ドに
応じてケアの具体的方法・手段・技術の不足を
強化する必要を感じ,実技演習 。グループワー
ク・体験学習を実施した。これらのことより学
生は終末期患者の看護における具体的ケアの方
法に関心を向けることができたと述べている。
このように教育方法・内容 。その評価は模索し
ている状態であり,学生が主体的に学べるよう
に教材の研究とその教育的介入後の分析を積み
重ねていく必要がある。
つまり学生はこれらの終末期看護における基
礎教育を体験することにより個別性・尊厳ある
人間,それに対する看護の本質を理解すること
ができると考える。 これは,小澤
｀`)が,看護
教育における “いのちの教育
''と は,患者・家
族とともに苦しむ看護師が,苦 しみを抱えなが
ら援助を行い続ける真の力をもった看護師にな
るための教育であると述べていることと合致す
ると考える。
今回は,医学中央雑誌のみの文献を分析対象
としたため対象数も限られており分析が充分で
はなかった。次回は検索のベースを広げ, どの
ような教育が実施され効果的であるかを詳細に
分析し,実践につなげたい。
V.ま と め
以上より,今回の研究の現状と今後の課題は
次のように言える。
1.研究概要では,死や終末期看護に関する学
生の認識を示した研究が 684%,そ の内訳
は実習に関連したものが 47.4%,そ れ以外
のものが 21.0%で あり,実習に関連 した
研究が多かった。そして,終末期看護にお
ける教育的介入後の学生の実態と教育効果
を示した研究が 31.6%で あり,教育的介
入に関連した研究は少なかった。
2.学生は,実習において,患者・家族への看
(37)
護の実際を通しての学びが大きかった。
3.基礎教育では,終末期看護に関しての学内
での講義から実習というカリキュラム Lで
の体系的な教育の必要性は論じられている
が,教育方法 。内容・評価は模索の段階で
ある。
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Abstract
Literature was examined to gain an awareness of the reality and clarify the issues of basic
education in terminal nursing care. The examination produced the following results.
1. Literature accumulated in Ichushi(Japan Central Medical Review) during the decade
between 1999 and 2008 was searched for keywords "nursing education" and "terminal
nursing care." Out of 54 hits, an analysis was made of 19 documents aimed at and authored
by nursing sludenls.
2. Of the 19 documents, 68.4% covered students' cognition of death and terminal nursing
care. Of that Dercentage, 47.4% discussed nursing practice arLd 2l.O% discussed other
matters, indicating a large proportion of research on the practice of nursing care. The
remaining 31.6% discussed the reaiity of students after educational intervention and the
effectiveness of the education, indicating very little research on educational lntervention
itself.
3. In many cases students learned through the practical experience of providing nursing
care for terminally ill patients and their families.
4. \A4ri1e the necessity for a systematic basic education curriculum in terminal nursing care
that progresses from on-campus lectures to practice is frequently discussed, education
methods, contents and assessment remain to be sought.
